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I。 調査に至る経緯

敷居谷古墳群は松江市街地北方、東生馬町の低丘陵上に所在する方墳 5基からなる古墳群である。

本遺跡は、本区域においてカナツ技建工業株式会社が住宅団地の造成を計画した際に分布調査の結

果発見された。本区域において造成工事は平成 5年から進行中であり、平成 5年度において古墳群中

1、 2、 3、 5号墳、平成 6年度において残 りの 4号墳の発掘調査をそれぞれ実施することとなった。

I.周辺の歴史的環境

敷居谷古墳群は、松江市街地より北西方向の東生馬町字敷居谷に所在する。

生馬の地名の起こりは「出雲国風土記」の中に見られる生馬神社の祭神、八尋鋒長依彦命の詔に由

来するもので、「吾が御心、平明にして憤まず」から取られたものであると言われており、この里が平

和で明るい土地であったことを窺わせるものである。

本遺跡周辺の遺跡に眼を転 じると、遺跡の数は近年の分布調査の成果により増加してきたものの、

西方の古江～浜佐陀地区、東方の法吉地区ほど大規模な古墳や目立った遺跡はないように思われる。

生馬地区の遺跡を辿ってみると、まず縄文時代の遺跡は現在までの時点では確認されておらず、弥

生時代に入ってから人々の生活の営みの跡を窺 うことができる。すなわち、「元井手遺跡」(血 23)、

「名尾遺跡」(馳25)である。いずれも散布地として周知されている遺跡で、弥生土器片が採集されて

いるが、遺構に伴うものではないことが惜しまれる。

続 く古墳時代に入ると、この地には古墳や横穴墓が数多く見られるが、いずれも小規模な古墳で平

野を望む小高い丘陵の尾根筋上を利用して築造されている。このうち概要の知られるものは少ないが、

「かいつき山古墳」(血26)では内部施設に礫椰を持つもの、「名尾丘古墳」(血24)では埴輪を持つも

の、「桜本古墳」(血 4)では横穴式石室を持つことが知られている。この時期の住居跡は知られてい

ないが、「東生馬遺跡」(血 7)、 「官ノ下遺跡」(血 9)な どの山裾の散布地から須恵器片が発見されて

いるため、付近の山の緩斜面を利用した人々の生活があったものと推定される。また、「平遺跡J(血

6)では、玉作 りに使用する筋砥石が祀られており、玉作 り工人の存在する可能性も考えられる。

古墳時代以降になると、遺跡の数は少なくなるが、「平ノ前廃寺」(血 8)から軒丸瓦、「荒張古墓

群」(血20)か ら五輸塔、「かいつき山古墳J(h26)の墳頂部で宝筐印塔相輪部と藤敷きの基壇が発見

されている程度である。
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第 1表 周辺の遺跡一覧表
Nc 名 称 所 在地 種 別 概 要

1 敷 居 谷 古 墳 群 東 生馬 町 古墳群 方墳 4基、円墳 1基
桜 本 古 墳 群 方墳 7基、円墳 1基
池 部 古 墳 群 円墳 2基

桜 本 古 墳 古  墳 横穴式石室、直刀、土器、(房U称)ガ ランサ ン古壌
5 法 恩 寺 遺 跡 散布地 石 斧

平 跡 筋 砥 石 1(祀 って あ る)
束 生 馬 遺 跡 須 恵器 片

平 ノ 前 廃 寺 寺 院跡 柱穴、軒丸瓦

宮 ノ 下 遺 跡 散 布地 須 恵器 片

辺 田 横 穴 群 横 穴 群 土製支脚

大 宮 跡 西生馬 町 散 布 地 石 斧

郷 戸 横 穴 群 横 穴 群

後 谷 横 穴 群 5穴 (4穴消滅 )
か ね じ 谷 横 大 群 上佐陀町 2穴

帳 塚 古 墳 古  墳 円 墳

皆 美 山 1号 墳 下佐陀町 円 墳

皆 美 山 2号 墳 墳形不 明、石棺 1、 須恵器片、 (消滅 )

松 橋 古 墳 群 古墳 群 方猿 2基、円墳 1基、須恵器片 (消滅 )
荒 張 古 墳 西生馬 町 古  墳 方 墳
荒 張 古 墳 群 古墓 群 五輪塔 、石 権

佐陀川流域条里制遺跡 条里制 消 滅

高 専 敷 地 内 古 墳 群 古墳群 方墳 3基、 (消滅 )
元 井 手 遺 跡 散布 ″ 弥 生 土器 片

名 尾 丘 古 墳 古  墳 方墳、埴輪、土師器、 (消滅 )
名 尾 遺 跡 散布地 糸 生 土器 片

か い つ き 山 古 墳 群 東 生 馬 町 古猿群 方墳 2基、礫榔、土師器、 (消滅 )
名 尾 荒 神 古 墳 薦 津 町 古  墳 円墳
大 古 墳 方 墳

L 古 噴 方 墳

局 初ロ 城 跡 城 跡 山 城

垣 古 墳 古  墳 方 墳

船 津 横 穴 横  穴 4穴以上 (半壊 )
ゴ ル フ 場 内 古 墳 群 比 津 町 古墳群 3基以上 (消滅 )
ゴ ル フ 場 内 横 穴 群 横穴 群 (消滅 )

水 酌 崎 横 穴 群 5穴、須恵器 (半壊 )
薦 津 殿 山 城 跡 薦 津 町 城  跡 山 城

東 前 横 穴 群 浜佐陀町 横 穴 群

殿 山 横 穴 群 刀子 、須 恵器

卜 池 谷 横 穴 群 2穴、刀、人骨、須恵器、 (消滅 )
比 津 小 丸 山 古 墳 比 津 町 古  墳 前方後 円墳
月 廻 古 墳 群 古墳群 方墳等半 21基 、石棺、礫床、盤竜鏡、玉類 、埴輪、鉄器、(消滅 )
ひ ゃ く だ 横 穴 横  穴 四柱式妻入、家形石棺

久 米 遺 跡 法 吉 町 散布地 須 恵器 片

久 米 古 墳 群 古墳群 方墳 3基

唐 梅 古 墳 群 方墳 4基
田 中 谷 古 墳 群 前方後 円墳 1、 方墳 ユ

下 り 松 窯 跡 窯  跡 須 恵器

田 中 谷 遺 跡 散布地 弥生式上器、須恵器、石斧

曽田虎―郎宅上古墳群 古墳群 円墳 2基
塚 山 古 墳 古  墳 方墳、円墳埴輪
下 り 松 遺 跡 散布地 弥生土器

石 在 経 塚 経  塚 一 石 一 字経

中 代 遺 跡 春 日 町 散布地 石鏃、土師器

比 津 が 崎 横 穴 群 横穴 群 須恵器、 (消滅 )

春   日  遺  跡 散 布地 方 生土器 片

法 吉 小 裏 山 横 穴 群 横穴群 土 師器 、須 恵器 、 (消滅 )

摩 利 支 天 山 横 穴 横  穴
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第 3図 周辺の遺跡分布図
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Ⅲ.調 査 の 概 要

(1)3号 墳 につ いて

本墳は、 1、 2号墳が位置する丘陵尾根筋上を 2号墳から北方へ約60m隔てた標高約36mを測る位

置に所在し、調査前は一辺約1lmを測る方墳であると推定された。

3号墳の調査は土層観察用の畦を墳丘を十字に切る形で設定して掘 り下げた。

ア)墳丘について

調査の結果、南北長12m、 東西長12m、 墳裾からの比高最大1.4mを測る方墳であることが判粥し

た。墳丘の築造方法は、まず地山面から周溝を掘 り、12m四方の墳丘基盤を形成し、旧表土面上に盛

土を施して墳頂部に南北6.Om、 東西5.5mの平坦面を造る。最大盛上高は墳丘中心部で約60ollを測る

盛土は周囲の地山を肖Jっ て使用したものと考えられるが、非常に粘性の強い土質である。

イ)周清について

周溝は西辺部を除く各辺で検出された。この周溝は幅1.4～ 2.2m、 深さ10～ 40clllを測る。このうち

東辺部墳裾は、調査前は山路となっており、既に凹状の地形を呈し、掘 り下げてもほとんど埋土はな

く、表土下はすぐ地山であったが、本来は同位置に周濤があったものと推定される。

その他の周溝内には淡黒褐色の堆積土が見られ、北側周濤北肩部から溝底にかけて土師器の高界が

7個体と外 2個体、器種不明の須恵器片 3片が検出された。土師器は軟質化しており、取 り上げ時に

細片となったために、完全には復元できなかったが、 lヶ 所に集中して検出され、破片の散乱も見ら

れなかったため、本来この位置に供献されたものであると考えられる。また血 7高界以外の上師器に

は全て赤色顔料の付着が見られ、当初は鮮やかに塗彩されていたものと考えられる。

ウ)主体部について

墳裾中心部において表土を除去した段階で、南北長3.lm、 東西幅35～ 70cxllを測るやや不整形な黒

褐色上の充満したプランが検出された。当初これが主体部かと思われたので内部を掘 り下げた結果、

深さ20～ 25911を測るものであった。遺物は検出されず、土羨の底はU字形とな り、黄褐色の上色と

なった。底を更に掘 り下げるとまた土色が変化し、淡黒灰色の上層となった。この層中からは刀子の

破片 (血 3-10刀子A)が検出されたため、この上層が棺内部の堆積上で、当初見られた黒褐色土層
は下の木棺が腐食した際に覆土が落ち込み、そこに腐葉土等が堆積してできた層であることが判明し

ブセニ。

この時点で墳頂部盛土を全体に一層除去すると、南北4.5m、 東西2.5mを測る隅円方形の墓羨掘 り

方のプランが検出された。プラン内には黄褐色上の中に白いブロックを含む上が充満していた。この

プラン内について、木棺の痕跡を検出すべく均―に約10clll掘 り下げた結果、墓羨掘 り方と主軸を同じ

-9-



くして南北長2,75m、 東西幅55～ 65ollを測る長方形の木棺痕跡が検出され、淡黒灰色の上が堆積 して

いた。さらに木棺痕跡のプランを検出した同レベルにおいて、木棺から西方へ25clll離れた地点の墓羨

掘り方内部に木棺に並行して切先を南へ向け、刃部を外側に、背部を棺側に向けて全長90.3911を測る

直刀 (NQ 3-11)が 1振置かれていた。この直刀は出土したレベルが木棺上部とほぼ同じであること

X=-55,790

X==―-55,800

0            5m

第 4図 敷居谷 3号墳調査前及び調査成果図
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旧表土

11.淡黄褐色粘質土

12 淡橙褐色土
13 明黄褐色粘質土
14.淡黄灰色粘質土

15.暗黄褐色粘質土
16.暗黄灰色粘質土

17.淡黄灰色粘質土
18.暗黄灰褐色土
19.暗黄褐色土

(白 色ブロック含む)

(白 色ブロック含む)

(白 色ブロック含む)

第 5図 敷居谷 3号墳墳丘土層断面図
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から、埋葬の際に墳丘盛土上から小判形の墓羨を掘 り込み、木棺を安置した後、木棺上部まで埋め戻

した時点で直刀を棺外に副葬した後墓羨掘 り形上面までを更に土で埋め戻したという状況が窺われる。

棺内部については、堆積土を除去すると、当初に検出されていた刀子の他にもう1片刀子片 (血 10

刀子B)が木棺中心部の棺底で東側に寄せて検出された。なお、刀子Aと刀子Bは遺物整理時に接合
して 1個体となることが分かったため、副葬に際して刀子を 2つに折って 2箇所に納めたことが考え

られる。木棺の深さは最終的に最大28clllの深さを測 り、また北側が幅広であることと、直刀の切先が

南方を向いていることから、頭位は北方を向いていたであろうことが推定された。

調査後の主体部断ち割 り時点で判明したことは、墓羨掘 り方の底は木棺底部のレベルよりやや高い

ことであり、墓疲を掘 り込んだ際に木棺を安置する部分をいわゆる2段掘 り風に少し掘 り窪め、木棺

の安定を図ったものであろうと推定される。

工)出土遺物について

3号墳からの出土遺物は、北側周濤からの上師器と須恵器、主体部からの鉄製品である。

血 3-1は北側周濤から検出された土師器の高外である。口径12.2clll、 底径8.6clll、 器高10.Oclnを測
る。内弯する口縁部と短 く開く脚部を持ち、外底部から脚部にかけての外面及び外部内面に若千の赤

色顔料が残る。

血 3-2は北側周濤から検出された土師器の高必である。口径8.5clll、 底径8.5911、 器高9。 l clllを 測
る。内弯する日縁部と短 く開く脚部を持ち、外部外面及び外部内面の一部に若干の赤色顔料が残る。

血 3-3は北側周溝から検出された土師器の高外である。口径12,7clll、 底径6.8clll、 器高8.5cmを測
る。やや内弯気味の口縁部と短 く開く脚部を持ち、内外面をヨヨナデで仕上げる。赤色顔料の付着は

見られない。

血 3-4は北側周濤から検出された土師器の外である。出土時には血 3高界の外部内面に重なった

状態で検出された。口径12,7clll、 器高5。 lollを測 り、やや内弯気味の口縁部を持つ。内外面ともに赤色

塗彩され、顔料は良好な状態で残存している。

血 3-5は北側周濤から検出された土師器の外である。出土時には血 1高界の外部内面に重なった

状態で検出された。日径、器高は共に不明であるが、恐らく血 4と 同じ形態を持つものである。内外

面に一部赤色顔料の付着が見られる。

血 3-6は北側周濤から検出された土師器の高界脚部片である。底径8.6911を測 り、短 く開 く脚部
であり、恐らくは内弯する日縁部を持つものである。外面に一部赤色顔料の付着が見られる。

NQ 3-7は北側周濤から検出された土師器の高外脚部片である。底径8.Oclnを 測 り、短 く開 く脚部

であり、恐らくは内弯する日縁部を持つものである。内外面に一部赤色顔料の付着が見られる。

血 3-8は北側周溝から検出された土師器の高外脚部片である。底径8,8cmを測 り、短 く開 く脚部
であり、恐らく内弯する日縁部を持つものである。外面に一部赤色顔料の付着が見られる。

血 3-9は北側周濤から検出された土師器の高外である。底径8,2clllを測 り、外部は欠損する。脚部
は短 く開き、外部は内弯して伸びるものと思われる。外部内面及び脚部外面に一部赤色顔料の付着が

見られる。
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第 7図 3号墳北側周溝土器出土状況

血 3-10は主体部棺底から検出された鉄製刀子である。調査時に棺内北側で検出された刀子Aと棺

内中央部で検出された刀子Bが接合して 1個体となったものである。刃先は久損しており、残存長10

oll、 最大刃幅1.5clllを 測る。把手部分には若干の木質が残る。

血 3-11は墓羨内で棺外西側に並行して供献されていた直刀である。全長90.3clll、 最大刃幅4.Ogll

を測る長大なものである。全体に木質が良く遺存しており、木製の輪に納められていたものと思われ

る。

図版血 3-12は北側周濤から検出された須恵器細片である。上師器高芥群に北接して 3片検出され

た。器種は不明で、接合するものはなかった。内外面ともにナデで仕上げており、内面に指頭痕を残

すものもある。
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(2)4号 墳について
本墳は松江市東生馬町字敷居谷774、 775-2を所在地とし南北を縦断する標高約40mの低丘陵尾根筋

上で本古墳群中最高所に位置している。

発見時点には墳裾の北東、北西側の盛上が一部既に失われていたが、残存している墳丘状況から一

辺約 8mの 円墳であるものと推定された。

調査は本墳が位置する尾根筋に平行と直行に合わせた幅50oll前後の上層観察用の畦を設定して実施

した。

X=―-55,690

遺物出土範囲

0               5m

第 9図 敷居谷 4号墳調査前及び調査成果図
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Ｎ
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∞
Ｏ
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ア)墳丘について

調査の結果、一辺 9m四方、高さは墳裾からの最大比高差で1,5mの墳丘を持ち、墳頂部に一辺 5m

四方の平坦面をそれぞれ形成している。

墳丘の築成方法を上層観察用の畦から考察すると黄褐色土層の下に暗黄褐色有機質土層が確認され、

それが旧表土面であり、この暗黄褐色上の下は地山である。盛上が地山に非常によく似た土色・土質

であることから旧表土面上に周囲を削って得た土を盛って墳丘を築成したものと考えられる。最大盛

上高は墳丘中心部で60clllを 測る。

イ)周清について

本墳もと、 2、 3、 5号墳と同様に周囲に地山面を加工して上端幅0.6～1.2m、 深さ24～ 30clllの 周

濤をめぐらし墳域を画したものと思われるが、墳裾北西部及び南東部が削平されており、この部分に

おいては周濤は確認できなかった。

濤底から30clll上 までは暗褐色土～黒褐色土層が確認され、後世に堆積した土層と思われる。また周

焉北側底部より丹塗 りを施した土師器の高外 5個体が検出され、祭祀儀礼に用いられた供献土器と考

えられる。

ウ)主体部について

墳頂中央部において墳丘第 2層 (淡黄褐色土)を除去したところ主体部上端面に達した。主軸をほ

ぼ南北方向にとり、北端幅40clll、 南端幅30clll、 南北長1.9m、 深さ20clllを測る隅円長方形状の上羨が検

出された。土羨内には黒褐色上が堆積しており、木棺が腐朽し、覆土が落ち込んだ上に有機物が腐植

して堆積したものと思われる。主体部内から遺物は検出されなかった。また主体部調査終了後、主体

部の断割 りを行ったところ黄褐色土層 (白色ブロック混入)が、その下より暗黄褐色土層 (旧表土)

がそれぞれ確認された。これらのことから埋葬施設は木棺直葬で、北端幅が南端幅よりやや広いこと

から埋葬者の頭を北方向に置いたものと思われる。

工)石組遺構について

墳裾西側周濤上より長さ2,6m、 幅 lm、 深さ20clllを測 り、主体部同様主軸をほぼ南北にとる石組遺

構が検出された。土羨四壁内側に沿って河原石が配列され、その殆どが二段構造になっている。

また、北壁側に拳大の石が多く配列されて丁寧な造 りが見受けられる。これらの配石は土羨底面ま

で達していない。土羨中央部の上面には人頭大の山石が配されているが用途は不明である。内部より

上師器・須恵器細片が数点出上している。底面から黒褐色上の精円形状平面プランが検出され、長さ

90cm、 幅50clll、 深さ20clllを 測 り、黒褐色土層内から遺物は出土しなかった。この遺構が検出された同

レベル北側において須恵器細片が出上している。石組遺構同様周濤上より出土していることから古墳

築成時より後世に祭祀儀札に使った祭具土器として使用したのではないかと推測する。これらの要因

から本墳の主と特別な関係にあったものがここに埋葬されているものと思われる。

-17-



―
〕
∞
―

w L=41.50m

0                         4m
I            I

1.腐植土
2.淡責褐色土
3.黒褐色土 (主体部)
4.黄褐色粘質土 (白 色ブロック混入)
5.暗黄褐色土 (旧表土)
6.暗褐色土
7.黒褐色土

E

第10図 敷居谷 4号墳 墳丘土層断面図
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第11図  4号墳主体部平面実測図
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第12図 石組遺構平面実測図と遺物実測図
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オ)出土遺物について

第15図血 4-1～ 5は北側周喬より出上した古式上師器の高界である。

血 4-1は底径8.Oclll、 残存高7.9911を 測る。外部と脚部との接合部内面に径 5111111,深 さ1.8111111の 刺突

痕を持つ。

血 4-2は復元底径9.Ooll、 残存高6.6ollを 測る。外部と脚部との接合部内面に径 7111111、 深さ1.5clllの

刺突痕を持つ。

血 4-3は残存高 6,7911を測る。外部と脚部との接合部内面に径 6111111、 深さ1.2ollの 刺突痕を持
つ。風化が著しく調整は不粥。

NQ 4-4、 5は復元口径16.8oll、 底径8.5911を 測る。外部と脚部との接合部内面に径 6111111、 深さ1,2

911の 刺突痕を持ち、脚部内面に丹塗 りが施してある。

血 4-6、 7は復元底径9.Oollを 測る。外部と脚部との接合部内面に径 7111111、 深さ1.5911の刺突痕を

持つ。

共通する形態の特徴は外部が半球形を呈することと、外部と脚部の接合部内面に径 6111111前 後、深さ

1.5clll前 後の刺突痕を持つことである。全体に風化しており外部と脚部の接合部外面に放射状の刷毛

目が微かに観察することができる。胤 4-3を除く各個の脚部は器高が厚く、端部は平坦面をなす。

血 4-4・ 5、 6・ 7の外部と脚郡とは接合できなかったので正確な脚高は割出せなかったが、血 4

-1～ 3の脚高はほぼ 5 oll前後である。このことから、これらの高外は脚高を統一した規格品として

製作されたとも推定でき、形態の特徴から大東式に比定される。

血 4-8、 9は界で焼成は不良で風化が著しいが、内面に指頭圧痕を残す。

血 4-10、 11は壷頚部で焼成は不良で風化が著しいが、内面に沈線を施す。

第16図血 4-12～ 16は西側周濤の上位置より出上した須恵器の無高台界と甕片である。

血 4-12は復元日径12.8clll、 復元底径7.2911、 器高3.7clllを 測る高台必。底部外面に糸切 り痕を有し、

体部は内弯して上 り、日縁部はほぼ直線的に伸び 端部付近に窪みを施し、端部を丸くおさめる。

h4-13は復元口径12,8clll、 血 4-14は復元底径9,2を測る無高台外である。調整 。手法は血 4-

12と ほぼ同様のものと思われる。

血 4-15、 16は甕片。ともに外面に平行叩き、内面に円孤叩きを施す。
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Ⅳ.結 び

調査の結果、 3号墳は一辺12m、 4号墳は一辺 9mをそれぞれ測る方墳であることが判明した。築

造時期については出土遺物出土状況及び年代観、小規模古墳群、埋葬施設等から考察して3号墳につ

いては古墳時代後期初頭、 4号墳については 3号墳よりやや古く古墳時代中期末と考えられる。

敷居谷古墳群は墳丘規模10m前後の方墳で幅0。 75～2.4mの周濤を東西南北墳丘裾部に巡 らしてお

り、周濤中より供献土器が検出された特徴から形態的に非常によく似ており、同一集団によって形成

されたものと推測する。しかし、 1、 2、 3、 5号墳については丘陵斜面に立地しているのに対し、

4号墳は丘陵頂部に立地しており、何故 4号墳のみ立地条件を他と異にしたかは明らかではない。

主体部に関していえば、4号墳は南北長1.9m,北端幅40clll、 南端幅30clllの ほぼ南北に主軸をとって

おり、 1、 2、 5号墳同様素掘 りの上羨墓 (1号墳は後世撹乱のため詳細不明)で副装品を伴わない

のに対し、 3号墳についてのみ長大な木棺墓 (南北長2.75m、 東西幅55～ 65oll)を擁した 2段掘 りが

行われており、また棺を埋納した段階で棺から西方へ25clll離 れた地点より直刀 (全長92clll)を一振、

棺内に刀子一個体をそれぞれ副装していることから、 3号墳は敷居谷古墳群中においては傑出した存

在ではなかったかと考えられる。

4号墳墳裾西側において石組遺構が検出されている。この石組遺構は南北長2.6m、 東西幅 lmの

4号墳主体部同様にほぼ南北に主軸をとっており、内部より黒褐色の平面プランが検出された。 1号

墳の主体部については後世撹乱のため詳細は不明であると前述したが、墓羨埋土中より拳大～人頭大

の礫が出上しており、 1号墳南側墳裾より同じ石材が多数散乱しており、木棺の周囲を礫で囲んだ礫

榔のような埋葬施設だったのではないかという見方からこの石組遺構に何らかの影響を及ぼしたもの

ではないかと推測する。また、この石組遺構北側同レベルにおいて須恵器細片が散乱して出土してお

り、埋葬に伴う葬送儀礼が行われたものと想像する。

敷居谷古墳群が存在する生馬地区には通称半田尻という一区画に条里制の跡がみられることから古

代においては農業を生産基盤とした集団が存在していたことが窺われるが、少なからずもこの集団が

小規模古墳群に影響を与えたものではないかと推測し、と同時に今後の発掘調査の報告による古代生

馬地区の性格の解明を期待するものである。
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敷居谷古墳群遠景 (西方より) 敷居谷古墳群全景 (北方より)

3号墳調査前 (西方より) 3号墳北側周清内土層堆積状況 (東方より)

3号墳北側周溝完掘状況 (北方より) 3号墳東側周溝完掘状況 (北方より)

3号墳北側周溝内土器出土状況 3号墳北側周溝内出土高杯
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3号墳主体部落込土完掘状況 (南方より) 3号墳主体部木棺痕跡検出状況 (南方より)

3号墳木棺痕跡及び直刀検出状況 (西方より) 3号墳出土直刀 (南方より)

3号墳出土直刀 (西方より) 3号墳主体部棺内半掘状況 (南方より)

3号墳主体部完掘状況 (南方より) 3号墳主体部完掘状況 (北方より)
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3号墳主体部棺内完掘状況 (南方より) 3号墳権内埋土堆積状況 (南方より)

3号墳主体部完掘状況 (北方より) 3号墳墓壌完掘状況 (南方より)

3号墳墓城内断割り状況 (北方より) 3号墳墓壌内断割り状況近景 (南方より)

3号墳墓壌内断割り状況近景 (東方より) 3号墳調査後全景 (北方より)
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4号墳調査前近景 (西方より)

4号墳南側周清検出状況 (南東より) 4号墳西側周溝検出状況 (北方より)

4号墳南側周溝内土層堆積状況 (北方より) 4号墳南側周溝内土層堆積状況 (北方より)

4号墳西側周溝完掘状況 (北方より) 4号墳西側周溝完掘状況 (北方より)
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4号墳主体部検出状況 (西方より) 4号墳主体部完掘状況 (西方より)

4号墳石組遺構内部完掘状況 (西方より)

4号墳石組遺構検出状況 (西方より) 4号墳石組遺構内部完掘状況 (西方より)

4号墳石組遺構内平面プラン検出状況 (西方より) 4号墳石組遺構調査後 (西方より)
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4号墳墳裾西側遺物出土状況 (西方より) 4号墳北側周溝内遺物出土状況

4号墳残丘検出状況 (北方より) 4号墳墳丘北側土層状況 (西方より)

4■||1韓∈
4号墳墳丘東側土層状況 (南方より)

4号墳旧表土検出状況 (北方より) 4号墳調査後全景 (北方より)
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3号墳出土遺物
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4号墳出土遺物
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